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　　　　　　　　　外 国人 学校と学校健診
一 岐阜県中濃地域 に 所在する ブラ ジル 学校を事例 と して 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小 島祥美 （愛知淑徳大学）

は じめ に

　現在全国に 外国人学校は 約 200 校が 所在

して お り 、 学校種別 にみ る とブ ラ ジル 学校 は

78 校 で 最 も多く 、 次い で朝鮮 学校 が 73 校、

イ ン ターナ シ ョ ナ ル ス ク
ール が 24 校 と続 く

（小 島 2010 、小島 2011 ）。最大 の 学校数 を

もつ ブ ラ ジ ル 学校 は、2008 年秋 の 未曾有の

経済危機以 降 、不安 定 な状 態に 置 かれ た 。

2008 年 6 月 に外 国人向け保育施設 を含め て

110 校あ っ た ブ ラジ ル 学校 の うち 34 校が

2009 年 9 月 まで に経営悪化が 原因で 学校閉

鎖に追い 込ま れた こ とか ら、ブ ラ ジ ル 学校経

営者 は、学校 に通 う子 どもが安心 して継 続 し

て 教育を受 け られ る よ うにす る た め の 環境

整備 を強 く望ん で い る （文部科学省委託研究

報告書 2010 ）。

こ の よ うななか で 国内に あるブ ラ ジル 学校

は 、学校保健 安全法 の 対象外 で あ るた め に学

校健診な どの 学校保健 活 動 はほ とん ど行わ

れ て い な い 。そ の ため子 どもの 健 康状態 の 把

握 に は 学校健 診 は有効 な 手段 とな り得るが 、

その 必 要性や 実施方法 に つ い て は あま り検

討 されて い ない 。

　 2003 年 4 月か ら 2004 年 3 年まで の 1 年

間、本研究を行 っ た小 島 （当時 は大阪大学 大

学院生）は、岐阜県、岐阜県教育委員会 、（財 ）

岐阜県国際交流セ ン ター、可児市、可 児市教

育委員 会、可 児市国際交流 協 会 （2008 年

NPO 法人取得） と協働 し 、 厚 生労働科学研

究費補助金子 ど も家庭総合研 究事業 「多民族

文化社会 にお ける母子 の 健康に 関する研 究」

班 （牛 島廣治班長）の 分担研究 （中村安秀分

担研 究者） と して 、「外国人 の 子 どもの 教育

環 境 に 関す る実態調 査 一
岐阜県可児市 をパ

イ ロ ッ ト地 域 とした行政 ・民 間団体 ・研 究者

に よ る協働研 究」 を実施 した。そ して 研究結

果 をも とに 5 つ の 提言 を論 じ、「外国人学校

へ 通 う子 ども達に対 し、学校保健 へ の 取 り組

み は ま っ た く行 われ て お らず、子 ども達 の 健

康管理 の た め の サ ポー トは急務 で あ る。ま た 、

多 くの 子 ど もの 集ま る施設 で は 、結核や感 染

症 な どの 集 団発生 の 可能性 があ り、子 どもた

ち の 健康管理 を行 うこ とは 、地 域社会 と して

も重要 なこ とで ある」 （小 島他 2004 ：650）と

し 、 提言 の 1 つ として 学校保健 に関す る課 題

を明示 した 。 しか しなが ら、岐阜県にお ける

外 国人学校の 学校保健 に つ い て は、残 念な が

ら 6 年 が経 過 した 現在に お い て も改善 され

て い な い
。

研 究 目的 とその 方法

　本研 究で は、岐阜県 内の 中濃地域に所在す

るブ ラジル 学校をパ イ ロ ッ ト校 とし、ブ ラジ

ル 学校 に お け る 日本 の 学校健診手法適用 の

可能性に っ い て研 究を行 っ た。

　研究方法 は 、まず 中濃地域 に 所在す る外国

人 向 け託 児所 を含む す べ て の ブ ラ ジ ル 学校

（ブラジ ル 政府認 可の 有無 を問わない ）の 経

営者お よび 関係者 を対象に 、日本の 学校保健

活 動 にお け る学校健診の 重 要性 に つ い て 日

本の 学校保 健制度 を含 めた 説明会を行い
、 次

い で 各学校 で 実施 で き る学校健診 モ デ ル に

つ い て 研修会 （健診項 目の 決定 、必 要な帳票

類 の 確認、体重測定や視力検査 な どの 技術指

導 に つ い て の ロ ール プ レ イ）を行 い 、説 明会

お よび研 修会 で の 学び を生 か した 持 続可能

な学校健 診 の 方 法 論 を探 るた め に Col69io

Isaac　 Newton （美濃加茂市） をパ イ ロ ッ ト

校 と して 実 際に 学校健康診断を実施 した。そ

の なか で 、ブ ラジ ル 学校 にお ける健康診 断の

方法 と健康診断問診 票等の 開発 を行い 、他校

で 応 用可能な学校健診 の 手 法 に つ い て 研究

を行 っ た。

　本調 査で は、オ ペ レ
ー

シ ョ ン ・リサーチの

手法を採用 し、Co16gio　lsaac　Newton （岐阜

県美濃加茂市）をパ イ ロ ッ ト校 として ブ ラジ

ル 学校に お け る学校健 診 を進 め るに あた っ

て の 課題 を具体 的に解決 しなが ら 、 実際の 学

校健診 を行 うとい う実践的調査 を 実施 した 。

研究結果

　パ イ ロ ッ ト地 域 の ブ ラ ジ ル 学校 関係者 お

よび行政職 員対象 の 研修会を 2 回 （2010 年

12 月 21 日、2011 年 1 月 27 日）、
パ イ ロ ッ

ト校教職 員対象の 研修 を 1 回 （2 月 8 日）実

施 した 。 そ の 後、学校健康診 断実施の パ イ ロ
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ッ ト校 に て教職員全 員に よ る体重 ・身長 測定、

視力検査 、聴力検査 （機器 は 同市内に所在す

る公 立 中学校 よ り借 用）の ほか、同地域 の 公

立 学 校 で 学校健 診 を受託 して い る健 診機関
の 協力 を得て 、血 液検査 （貧血 ） と検 尿、ぎ

ょ う虫卵検体 の 回収 を行 っ た （2011 年 3 月

8 日）。その 結果 を踏まえて 別 日に医師 2 名

が診察 し、判定結果や指導をボ ラ ン テ ィ ア の

通訳 を介 して 教職員が ポル トガル 語 で 記入

した （3 月 22 日）。 要精検者の 紹介先 と して

地元 医師会 に事 前に 情報提供 し協力を得た 。

問診票や結果報告書等の 帳票 は 、近 隣の 公 立

小 中学校で ポル トガ ル 語 に 翻訳 され た もの

を参考に、関係者 と協議の 上 で作成 した。な

お検 査費用 は保護者 負担 （700 円） とした 。

　 学校健康診 断実施 の パ イ ロ ッ ト校で は 、問

診実施 日 （3 月 22 日） に就学前 の 託児所 と

幼児科 、 初等科 、 中等科 、 高等科に通 うすべ

て の 子 ど もを 対象 と し、 195 人 （2 歳〜20

歳 ：男 100 人 、女 95 人）が受診 した （3 月 8

日お よび 22 日の 両 日欠席者 2 人 につ い て は

除 く）。 そ の 判定結果で は 、 肥 満 ・肥満傾向
の 判定 が最 も多 く　（30．8％）、つ い で視力異

常 （26。4％）、検尿 （3．7％）な どで あっ た。

なお病 院で の 検査 結果 は 診療 情報提 供 書の

返信 として把握 した e

　 ま た パ イ ロ ッ ト校で は 、学校健康診断実施

後 に 受診 し た 子 ど もの 保 護者 を対象 に ア ン

ケー ト調査 を実施 した。調査 項 目は 、  健診

を実施 して よか っ た こ と、  健 診 を実施 して

か えて ほ しい こ とや望 む こ と、  費用負担の

金額に つ い て 、  費用負担 して も学校健診の

実施 の 希望 に つ い て 、  質 問  の 回答理 由、

  子 ど もの 健康を 考え て い くた め に 学校で

必要 と思 うこ と、の 6 項 目とし、  と   以外

に つ い て は幅 広い 意 見や感 想 を集約 す るた

めに 自由記載 とした 。
こ の ア ン ケー ト調 査で

は 100人 （51．3％）の 保護者 か ら回答 を得 る

こ とがで き、「費用負担 して も学校健診 の 実

施の 希 望者が 多い こ と 」 （95．0％ ）が わ か っ

た 。 加 えて 、
パ イ ロ ッ ト校 関係者 の ヒ ア リン

グ調査 か らも 、
「保護者の ニ

ーズ もあ り 、 健

診 の 方法もわ か っ た の で毎年行い た い 」と い

う前向きな意見 を聞 くこ とが で きた。

ど今後 の 課題 も確認 され たが、健診 会場は 教

室 を利 用 しなが らパ イ ロ ッ ト校の 教職員 は

た い へ ん熱心 に 身体測定や 視力 検査 等 に取

り組 ん だ こ と は 各関係 者 か らの 信頼獲得へ

と繋が っ た 。 と りわけ 、 健診機材を借用 した

公 立 中学校関係者 か らも重 要性 が 認知 され

て 継続的な支援が 得 られ るこ と、検査機 関 へ

支払 い は期 日ま で に納 め られた こ とか ら来

年 度以降の 継 続 が 検討 され て い る こ とな ど

とした 具体的な成果が 得 られた こ とか ら、学

校保健 安全 法 の 対 象外 で あ るブ ラジ ル 学校

にお い て 持続 可能 な学 校健診 の あ り方 と し

て 日本 の 学校健 診 手法 の 適用 は 可 能 で あ る

と考 え られた 。

　外 国人 学校が所在す る地 域で は ボ ラ ン テ

ィ ア 団体等に よ る学校健 診が 実施 され るな

か 、 外 国人学校 にお い て持 続可能な 自立 した

学校健診の あ り方に つ い て 、今後は研 究 をさ

らに続 けて い きたい 。

なお本研究 は 、科学研 究費補助金 （若 手 研

究 B ） 「ヒ ュ
ー

マ ン ・グ ロ
ーバ リゼ ー

シ ョ ン

に お け る教育環 境整備 と支援体制 の 構築 に

関す る研究」 の
一

部 とし て 実施 した。
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　本研 究の 結果 、学校 医の 委託や 通訳者 の 配

置 とそ の 費用負担 、学校保健担 当者 の 選任 な
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